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公益財団法人国際環境技術移転センター
	◇　アンケートへのご協力のお願い　◇
昨今の気候変動への国際的な取り組みとして、経済産業省では気候変動技術イニシアティブ（CTI)*に参画し、開発途上国への地球温暖化防止技術の移転を推進しており、当財団がその事業の委託を受けています。現在、その活動の一環として、地球温暖化防止関連技術を保有されている日本等企業様と、それら技術の導入を検討されている開発途上国の企業とのマッチングを促進し、プロジェクトの形成をサポートする枠組みを構築しております。

　本枠組みのひとつであるビジネスマッチングポータルサイトは、御社をはじめとする日本等先進国の企業が自社技術を海外に向けてアピールするだけでなく、自国にいながら開発途上国の生のニーズに触れる場、また、事業実現にあたって必要となる現地の法規制や関係団体の情報、活用可能なファイナンスの情報などを提供する場として構築が進められています。さらに、ポータルサイトに自社技術の情報をご提供いただく企業様には、各開発途上国のコンサルタント等とのネットワークを活かした現地企業とのマッチングセミナーへのご参画や、現地情報の提供、各国の状況に即した技術提案書の作成サポートなど、御社の海外展開をお手伝いするサービスの提供を計画しているところです。

*気候変動技術イニシアティブ（Climate Technology Initiative、http://climatetech.net/）：
国際エネルギー機関の実施協定として、先進10カ国の政府が参画し、気候変動関連技術の開発途上国への移転促進を目的に活動しております。日本は経済産業省が担当しており、主導的な立場で参画しています。
本ポータルサイトの構築にあたり、日本企業が有する地球温暖化防止技術の情報を収集するため、アンケートを実施する運びとなりました。この目的のため、ホームページ等にて把握しました御社情報をもとに、ご連絡させていただきました。

　

つきましては、御社の地球温暖化防止技術についての下記のアンケート調査にご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

なお、本アンケートの内容がそのままポータルサイトに掲載されることはなく、掲載をご希望の場合にのみ、当方にて後日、所定のフォーマットに編集を行い、御社にその内容をご確認いただいた上で掲載する運びとなります。また、情報保護の観点から厳重に管理し、本調査の目的以外に使用することはございません。




◆回答方法と回答にあたっての留意事項
本アンケートは、ウェッブ上の調査サイト(SoGoSurvey)を通じて実施する英語でのアンケートの日本語訳になります。最終的な情報提供先となるビジネスマッチングポータルサイトは英語にて運営されます。御社の意図する内容、表現にて情報発信ができるよう、可能な限り、所定のサイトより英語でのご回答をお願いしております。
なお、本アンケートの内容がそのままポータルサイトに掲載されることはなく、当方にて今後定める所定のフォーマットに情報を編集し、改めて御社の確認をいただいた上でポータルサイトに掲載させていただきます。
1 英語でのご回答方法
以下のホームページアドレスにアクセスいただき、ご回答ください。
http://www.sogosurvey.com/k/SsRSWPXsYsPsPsP
回答中に既に回答された項目の変更、修正は可能ですが、送信以降の変更、修正はできかねますのでご了承ください。ご回答内容は、送信前、送信後ともに右上の「Print My Response」ボタンをクリックするとご確認、印刷いただけます。
2 日本語でのご回答方法
　本アンケート調査票の回答欄にご記入いただくか、下記のホームページから調査票をダウンロードの上ご記入いただき、１２月１２日（金）までに、以下のいずれかの方法でご回答ください。

　　　

調査票データのダウンロード（Microsoft Word版）はこちらから：

http://www.icett.or.jp/kouryuu/h26/h26_cti_questionnaire.html
1． 郵送：
同封の返信用封筒に封入の上、郵便ポストへご投函ください（切手不要）。

２．ＦＡＸ：　

FAX（059-329-8115）まで、ご送付ください。

３．E-mail：

　　　HPから調査票をダウンロードの上、E-mail添付にてご回答ください。

E-mail宛先：arita@icett.or.jp（有田）

ご回答内容は、当方で翻訳し、ビジネスマッチングポータルサイトの所定のフォーマットに記入した後、改めて御社に内容のご確認のご連絡を差し上げます。なお、この場合、翻訳による微妙な表現の違いなどから御社の意図が伝わりにくい内容になる可能性がありますこと、予めご了承いただきたく、何卒よろしくお願い申し上げます。

【お問い合わせ先】

公益財団法人国際環境技術移転センター（略称「ICETT（アイセット）」）

（担当：有田正也、黒田直子、松岡靖子）

〒512-1211 三重県四日市市桜町3684番地の11 

TEL：059-329-3500　FAX：059-329-8115　E-mail：arita@icett.or.jp （有田）
質問番号に「*」がついているものは必須回答項目となっています。
◆御社についてお伺いいたします。
	*Q1. 事業所名

	
	Q2. 設 立 年

	
	(英名)
	（西暦）

　　　　　　年

	*Q3. 所在地
	〒



	
	（ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ表記）



	Q4. 電 話 番 号
	( 　　　　　　　) 　　　　　　　　　－

	Q5. ホームページ
	http://

	Q6. ご担当者
	*(a)お名前：
（ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ表記）

	
	*(b)ご所属*：
（ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ表記）

	
	*(c)ご役職*：

（ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ表記）

	
	*(d)E-mailアドレス(1)*
	@

	
	(e)E-mailアドレス(1)
	@


· 御社技術について教えてください。

*Q7. 御社の事業分野を教えてください。（以下のいずれかにチェックをつけてください。複数の分野、技術について記入される場合には、本アンケート票をダウンロードして別途ご回答ください。）

	□　a. 太陽光発電、太陽熱発電
□　b. 風力発電
□　c. 小水力発電

□　d. 地熱利用
□　e. バイオガス、バイオマス、バイオ燃料、廃棄物のエネルギー化

□　f. クリーン輸送

□　g. 省エネルギー、エネルギー効率向上

□　h. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


*Q8. 技術名を教えてください。
	


*Q9. 当該技術の概要、特徴を簡単に教えてください。

	


*Q10. 当該技術の強みを教えてください。（３つまで）

	*(a)

	(b)

	(c)


Q11. 当該技術の内容が掲載されたウェッブページ（御社ウェッブサイト内の該当ページ）などがありましたら、そのアドレス（URL）を教えてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Q12. 御社技術を紹介するパンフレット等がありましたらご提供ください。
（※郵送にてご返送いただく方は返信用封筒に同封ください。）
*Q13. 御社が提供可能なサービスについて教えてください。（あてはまるものすべてにチェックをしてください。）
	· a. プラント設計、施工、立ち上げ（EPC）
· b. 固有機器・製品の販売
· c. 運転管理、保守管理
· d. 分析、評価
· e. コンサルティング
· f. 技術提供・技術指導
· g. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	· a. 設備一式の販売
· b. 技術の販売
· c. 合弁会社の設立
· d. OEM生産
· e. 固有機器・製品の販売
· f. 販売ネットワークの構築（代理店契約等）
· g. 技術開発・技術の現地化
· h. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


*Q14. 御社としては、当該技術についてどのようなビジネスを提案されますか。（あてはまる内容すべてにチェックをしてください。）
以下、御社の技術別に所定のページに進んでください。
	太陽光発電、太陽熱発電
	6ページ

	風力発電
	7ページ

	小水力発電
	8ページ

	地熱利用
	9ページ

	バイオガス、バイオマス、バイオ燃料、廃棄物のエネルギー化
	10ページ

	省エネルギー、エネルギー効率向上
	11ページ

	クリーン輸送
	12ページ

	その他
	12ページ


◆御社の太陽光発電、太陽熱発電技術について教えてください。

	*Q15. モジュール種類

（あてはまるもの１つにチェックしてください。）
	□　太陽光発電
	□　a. 単結晶

□　b. 多結晶

□　c. アモルファス（薄膜）

□　d. その他（　　　　　　）

	
	□　e. 集光型太陽熱発電
□　f. その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	*Q16. 最大出力
	W

	*Q17. モジュール変換効率
	％

	Q18. 異なる気候条件下での変換効率
	(a) 熱帯地帯
	%

	
	(b) 亜熱帯地帯
	%

	
	(c) 寒冷地帯 
	%

	
	(d) 砂漠地帯
	%

	Q19. 御社太陽光発電システムの付属品

（あてはまるものすべてにチェックをしてください。）
	□　a. パネル
□　b. パワーコンディショナ／インバータ
□　c. ユーティリティー

□　d. コントローラー

□　e. 設置システム

□　f. ケーブルと周辺機器

□　g. バッテリー

□　h. その他（具体的に　　　　　　　　　　）

	Q20. パワーコンディショナの使用環境
	□　a. 屋内のみ
□　b. 屋内外

	Q21. パワーコンディショナの変換効率
	%


Q22. その他、提供されたい情報、PRされたい情報がありましたら、自由に記述してください。
	


→12ページに進んでください。
· 御社の風力発電技術について教えてください。
	*Q23. 定格出力と定格風速
	定格出力
	W～                      W

	
	定格風速
	m/s

	Q24. 出力係数（Cp）
	

	*Q25. カットイン＆カットアウト風速
	カットイン風速
	m/s

	
	カットアウト風速
	m/s

	Q26. 設計耐風速
	m/s

	Q27. 風車形式

（あてはまるもの1つにチェックをしてください。）
	水平軸
	□　a. プロペラ型

□　b. 多翼型

□　c. セイルウィング型
□　d. オランダ型

	
	
	ブレード枚数＝　　　　　　　枚

	
	垂直型
	□　e. クロスフロー型
□　f. サボニウス型

□　g. ダリウス型

□　h. ジャイロミル型

	
	□　i. 太陽光発電とのハイブリッド
□　j. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　）

	Q28. ヨー制御
	□　a. アップウィンド型

□　b. ダウンウィンド型

	Q29. 平均騒音レベル 
	dB

	Q30. ギアボックスの有無
	□　a. あり
□　b. なし

	Q31. 出力制御

（あてはまるものすべてにチェックをしてください。）
	□　a. 可変ピッチ機構

□　b. ファーリング（上方偏向機構）
□　c. ストール（失速）制御

□　d. 機械的ブレーキ

□　e. 電気式ブレーキ

□　f. 手動ブレーキ

□　g. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	Q32. インバータ
	出力圧力
	V

	
	出力係数
	Hz

	
	出力要領
	W


Q33. その他、提供されたい情報、PRされたい情報がありましたら自由に記述ください。
	


→12ページに進んでください。

◆ 御社の小水力発電技術について教えてください。

	*Q34. 発電出力範囲（１基あたり）
	kW　～                  kW

	*Q35. 御社の小水力発電を利用して可能な最大発電事業規模
	MW

	Q36. 発電に必要な最低流量と最低落差
	(a) 流量
	㎥/s

	
	(b) 落差
	m

	Q37. タービンの種類

（あてはまるもの1つにチェックをしてください。）
	衝動タービン
	□　a. ペルトン型

□　b. クロスフロー型

□　c. ターゴインパルス型

	
	反動タービン
	□　d. プロペラ型

□　e. フランシス型

□　f. 下掛け型（開放型）

	
	g. □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	Q38. 発電機の種類
	□　a. 永久磁石同期発電機

□　b. 誘導発電機

□　c. その他


Q39. その他、提供されたい情報、PRされたい情報がありましたら、自由に記述してください。
	


→12ページに進んでください。
◆ 御社の地熱利用技術について教えてください。

	*Q40. 用途

（あてはまるものすべてにチェックをしてください。）
	□　a. 発電
□　b. 熱利用
□　c. 地熱ヒートポンプ
□　d. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　）

	Q41. 発電形式

（あてはまるもの1つにチェックをしてください。）
	□　a. ドライスチーム
□　b. フラッシュサイクル
□　c. バイナリー
□　d. 高温岩体（EGS、HDR）
□　e. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　）

	Q42. タービンの種類

（あてはまるもの1つにチェックをしてください。）
	□　a. 背圧式
□　b. 復水式
□　c. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

	Q43. 発電機の種類

（あてはまるもの1つにチェックをしてください。）
	□　a. 永久磁石同期発電機
□　b. 誘導発電機
□　c. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）


Q44. その他、提供されたい情報、PRされたい情報がありましたら、自由に記述してください。
	


→12ページに進んでください。
◆ 御社のバイオガス、バイオマス、バイオ燃料、廃棄物のエネルギー化に関する技術について教えてください。

	*Q45. 御社技術による最終製品（アウトプット）

（１技術により生み出されるアウトプットについて、あてはまるものすべてにチェックをしてください。）
	□　a. メタン

□　b. バイオディーゼル

□　c. バイオエタノール
□　d. 炭化バイオマス

□　e. バイオマスペレット

□　f. RPF/RDF

□　g. 電力

□　h. 熱（蒸気、温水）

□　i. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　）

	*Q46.&Q47. 御社技術へのインプットを教えてください。
（あてはまるものすべてにチェックをしてください。）
	□　a. 牛糞

□　b. 鶏糞
□　c. エネルギー作物
□　d. 食肉加工廃棄物

□　e. 農業廃棄物（乾燥）（具体的に　　　　　　　　　　）
□　f. 農業廃棄物（ウェット）（具体的に　　　　　　　　）
□　g. 木材、木質バイオマス
□　h. 固形食品廃棄物（具体的に　　　　　　　　　　　　）
□　i. 液体食品廃棄物（具体的に　　　　　　　　　　　　）
□　j. 一般廃棄物（具体的に　　　　　　　　　　　　　　）
□　k. 上記いくつかの混合（具体的に　　　　　　　　　　）
□　l. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　）

	Q48. 異なる気候条件下において、１単位あたりのアウトプットを得るために必要とされるインプットの量（t/１単位あたりのアウトプット）
	(a) 熱帯地帯
	t/

	
	(b) 亜熱帯地帯
	t/

	
	(c) 寒冷地帯
	t/

	
	(d) 湿地帯
	t/

	
	(e) 砂漠地帯
	t/

	Q49. アウトプットの熱量
	(a) 平均
	kcal/kg

□乾燥　　□ウェット

	
	(b) 範囲
	kcal/kg

□乾燥　　□ウェット

	Q50. 副産物
	

	Q51. 電力の最大出力
（最終製品が電力の場合）
	kW


Q52. その他、提供されたい情報、PRされたい情報がありましたら、自由に記述してください。
	


→12ページに進んでください。
◆ 御社の省エネルギー、エネルギー効率向上の技術について教えてください。
	*Q53. 提供可能な省エネ技術・サービス
	

	*Q54. 御社の省エネ技術が適用可能な分野
	□　a. 商業ビル

□　b. 住宅

□　c. 生産プロセス
□　d. 輸送機器
□　e. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	Q55. 省エネの測定・評価・検証システムについて簡単に記述してください。
	

	Q56. 省エネビジネスモデル
	□　a. 先払い

□　b. レベニューシェア方式
□　c. ESCO
□　d. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


Q57. その他、提供されたい情報、PRされたい情報がありましたら、自由に記述してください。
	


→12ページに進んでください。
【全員におたずねします。】
Q58．御社の当該技術・製品の導入を望む海外企業に対し、どのようなサービスが提供できますか。
	□　a. 部品のスペアの（一部）提供
□　b. メンテナンスサービス（期限付きも含める）
□　c. 運転のためのトレーニング
□　d. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


Q59. 当該技術・製品に関して品質保証がある場合、何年の保証がありますか。
	年


Q60. 当該技術・製品の寿命を教えてください。
	年


Q61. 当該技術・製品の一般的な納入までの期間と設置期間を教えてください。
	(a) 納入までの時間
	ヶ月

	(b) 設置期間
	ヶ月


Q62. 当該技術・製品に関して、国内での実績数と主な実績とその規模を教えてください。
	(a) 国内の実績
	件

	(b) 主な実績（１）
	

	(c) 主な実績（２）
	

	(d) 主な実績（３）
	


Q63. 当該技術・製品の海外でのビジネス経験がある場合、対象国、ビジネスの内容、件数について教えてください。
	国名
	ビジネスの内容と件数

	(a) 
	
	

	(b) 
	
	

	(c) 
	
	

	(d) 
	
	

	(e)
	
	


Q64. 当該技術・製品について、知的財産権を所有している国を教えてください。
	


Q65. 当該技術・製品について、どのような国でのビジネスの可能性があるとお考えですか。
	· a. カンボジア
· b.中国
· c.インド
· d.インドネシア
· e.ラオス
· f.ミャンマー
· g.モルディブ
	· h. タイ
· i.スリランカ
· j.ベトナム
· k.アフリカ諸国
· l.中央アメリカ諸国
· m.その他（具体的に　　　　　　　　）


Q66. 当該技術・製品を開発途上国に提供するにあたり、どのような懸念事項をお持ちですか。 
	· a. 信用リスク
· b. 知的財産権の侵害
· c. 法的リスク
· d. 低いエネルギー価格
· e. 貿易障壁
· f. 言語
· g. カントリーリスク
· h. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


Q67. 当該技術・製品の提供において、どのような対価を期待していますか。
	· a. 技術使用料、ロイヤリティー
· b. 技術権利の売却
· c. 利益分配
· d. 固定価格での買い取り
· e. 企業での株式保有
· h. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


Q68. 御社での通常の決済方法を教えてください。
	· a. 前払い
· b. リース
· c. サプライヤーズクレジット
· d. 信用状を使用しない
· e. その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


ご協力ありがとうございました。
お手数ですが、12月12日（金）までにご返送いただきますよう、お願いいたします。
地球温暖化防止技術に関するアンケート調査
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